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平
成
28
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
飛
騨
市
が
、「
人
口
減
少
克

服
・
地
方
創
生
」
と
い
う
構
造
的
な
課

題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
た
め
、
核
心

に
踏
み
込
ん
だ
政
策
「
飛
騨
市
人
口
減

少
対
策
実
行
プ
ラ
ン
」
を
立
案
し
、
ま

た
第
二
次
総
合
計
画
に
お
け
る
後
期
５

カ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
年
末
に
は
「
飛
騨
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
計
画
」
を
ま
と

め
上
げ
ま
し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
計
画

を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飛

騨
市
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
も
就
任
し
て
８
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
次
代
を
担
う
若
者
が
安
心
し
て
後

を
継
げ
る
土
台
を
作
る
の
は
、
私
た
ち

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

合
併
し
た
か
ら
と
言
っ
て
裕
福
に
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
花

火
を
上
げ
る
前
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
こ
と
は
、
花
火
を
上
げ
る
た

め
の
土
台
作
り
で
あ
り
ま
す
。
私
の
こ

の
８
年
間
は
、
ひ
た
す
ら
飛
騨
市
が
自

治
体
と
し
て
安
定
し
、
更
に
発
展
す
る

土
台
を
作
る
た
め
に
、
今
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
を
実
施
し
、
様
々
な

改
革
を
行
う
こ
と
に
集
中
し
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飛

騨
市
が
採
っ
た
新
設
合
併
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
々
で
あ
っ
た
自
治
体
の
風
土
、

気
質
か
ら
、
事
業
の
進
め
方
を
、
新
し

く
一
つ
に
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
で
決
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
統
一
す
る
た
め
に
、
様
々
な
問

題
が
生
じ
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
の

理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
課
題
解
決
は
、

概
ね
目
途
が
立
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
懸
案
で
あ
っ
た
財
政
に
つ
い
て

も
、
就
任
時
27
億
円
で
あ
っ
た
一
般
会

計
の
財
政
調
整
基
金
は
、
80
億
円
に
ま

で
増
や
し
ま
し
た
。
財
政
調
整
基
金
を

含
む
積
立
基
金
総
額
も
１
４
４
億
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
就
任
時
に
３
９

４
億
円
あ
っ
た
、
借
金
で
あ
る
起
債
は

今
年
度
末
に
は
３
４
３
億
円
ま
で
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
８
年
間
を
振
り
返
る
と
、
教
育

で
は
学
校
支
援
員
を
増
員
し
、
ま
た
ス
ー

パ
ー
少
人
数
学
級
を
実
施
し
、
子
ど
も

の
学
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
福
祉
の

分
野
で
は
、
飛
騨
吉
城
特
別
支
援
学
校

を
誘
致
し
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援
を

目
的
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
極
め
細
か
な
福
祉
施
策
を

展
開
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
耐
震
化
に
伴
う
整
備
と

３
つ
の
中
学
校
の
統
合
、
保
育
園
の
整

備
、
ご
み
焼
却
場
の
改
築
、
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
宮
川
振
興
事
務

所
の
改
築
、
神
岡
福
祉
セ
ン
タ
ー
複
合

施
設
や
神
岡
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
整

備
し
ま
し
た
。
神
岡
振
興
事
務
所
の
耐

震
化
も
今
年
度
中
に
は
完
成
し
ま
す
。

道
路
整
備
で
は
、
古
川
南
部
農
免
道
路
、

基
幹
農
道
神
岡
地
区
が
完
成
し
ま
し

た
。
国
道
41
号
の
神
岡
以
北
防
災
事
業

な
ど
未
着
工
の
道
路
な
ど
残
っ
て
は
お

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
事
業
に
採
択
さ

れ
調
査
に
入
り
ま
し
た
。
神
岡
町
の
地

下
実
験
施
設
の
研
究
に
よ
っ
て
、
梶
田

隆
章
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
重
力
波
の
直

接
観
測
を
目
指
す
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
」
が

試
験
観
測
に
向
け
第
一
期
工
事
を
完
成

し
ま
し
た
。
東
京
大
学
の
先
生
方
と
霞
ヶ

関
で
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
感
慨
無
量
で
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
『
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
』

が
早
け
れ
ば
平
成
30
年
に
は
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
し
た
古
川
町
数
河
の
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
び
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
事
業
者
が
市
の
要
請
を
受
け
入
れ
、

中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
飛
騨
市
に
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な
課
題

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
を
担
っ
て

く
れ
る
若
い
世
代
へ
引
き
継
ぐ
環
境
は

整
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

市
内
に
は
若
者
が
問
題
を
提
起
し
、
様
々

な
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。
時
代
の
節

目
を
迎
え
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
私
は
、
今
期
限
り
で
退
任
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
飛
騨
市
の

た
め
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
飛
騨
市
が
市
民
に
と
っ

て
よ
り
住
み
良
く
、
活
力
あ
る
魅
力
溢

れ
る
町
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

止
み
ま
せ
ん
。

　
結
び
に
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　 

飛 

騨 

市 

長

　
　
　
　
井
　
上
　
久
　
則
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花もち飾りを作ろう
12月12日（土）・13日（日）　神岡町公民館・古川郷土民芸開館

暦を楽しむワークショップ2015

栗の木に白もちを飾る親子たち

　暦を楽しむワークショップが12月12日・13日の２日間、
神岡町公民館と古川郷土民芸会館で行なわれました。
　このワークショップは、ふるさとを思う気持ちや、心の豊
かさの育成につなげようと、古くから行われていた行事や風
習を体験できるもので、市内の小学生とその保護者約100
人が参加しました。
　神岡町公民館では、32人の親子が長さ３㍍以上の栗の
木に白い餅を巻き付けて大きな花もち飾りを作り、公民館
のロビーに飾りました。その後、各自がナラの花もち株に餅
やナンテン、マツなどを飾り付け、ミニ花もち飾りを作りま
した。

特製おでんづくりに挑戦
12月９日（水）宮城保育園

宮城保育園で収穫祭

各クラスのおでんを見学する児童たち

　宮城保育園で12月９日、食育教室と収穫祭が開かれ、全
園児93人がおにぎりや特製おでんづくりに挑戦しました。
　収穫祭では、市の栄養士の指導によりクラスごとにおでん
づくりを行いました。おでんの具には、園児たちが育て収穫し
たダイコンや定番の焼き豆腐、がんもどきのほか各家庭で考
えてきたギョーザなどの変わった具材などもありボリューム
満点でした。また、おにぎりづくりでは、年中・年長児が漬け
た梅漬けを使いました。
　園児たちは出来上がった特製おでんとおにぎりをおいしそ
うに味わいました。

元気いっぱい笑顔のプレゼント
12月10日（木）　養護老人ホーム和光園

おいしいお餅をありがとう
12月16日（水）飛騨吉城特別支援学校

支援学校で餅つき交流会 和光園で増島保育園児と交流

合唱を披露する園児たち青龍会と一緒に餅つきを楽しむ児童たち

　飛騨吉城特別支援学校の生徒児童36人は、殿町青龍会と
青龍台組青年部 20 人と餅つきや花もち飾りで交流をしまし
た。
　青年部を退部したメンバーで組織される青龍会は、地域を
盛り上げたいと３年前に発足しました。同年に同地区に設立
した飛騨吉城特別支援学校の支援をしたいと始めた交流会
は今年で３回目となりました。
　生徒たちは、餅つきをした後、あんこやきなこ、醤油で味付
けしたつきたての餅を味わいました。花もち飾りでは、紅白の
餅を真剣な顔で、木の枝に丁寧に巻き付けていました。

　増島保育園の年中園児39人は12月10日、養護老人ホーム
和光園を訪れ、入所者に抹茶を振る舞いました。
　恒例行事で、20年前から続けています。
　同保育園では、園の行事として茶道を習っており、今回も
指導している茶道裏千家の森下英子さんらの協力により行
いました。森下さんらが準備した抹茶や茶菓子を園児が一人
一人にこぼさないよう配りました。
　抹茶を味わった後に、同園の発表会で披露した合唱や肩
たたきのプレゼントがあったり、園児の元気いっぱいの笑顔
や声に、入所者は「元気を分けてもらった。ありがたい」と話
していました。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い

で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
議
会
活
動

や
議
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
何
と
言
っ
て
も
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
研
究
で
知
ら
れ
る
梶
田
隆
章
・
東

京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
所
長
が
、
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
事
で

す
。

　
超
新
星
爆
発
で
生
じ
た
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
を
世
界
で
初
め
て
観
測
さ
れ
、
平
成

14
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ

れ
た
小
柴
昌
俊
先
生
以
来
、
飛
騨
市
に

と
っ
て
２
人
目
の
快
挙
で
あ
り
ま
し

た
。

　
世
界
最
先
端
の
研
究
施
設
・
ス
ー
パ
ー

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
の
研
究
成
果
が
、
こ

の
た
び
の
受
賞
に
繋
が
っ
た
こ
と
は
飛

騨
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
大
変
名
誉
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
月
25
日
に
は
飛

騨
市
の
名
誉
市
民
と
し
て
顕
彰
し
、
岐

阜
県
か
ら
は
県
民
栄
誉
大
賞
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ

ン
デ
の
20
倍
の
規
模
と
さ
れ
る
ハ
イ

パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
早
期
着
工
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
梶
田
隆
章
先
生

が
率
い
て
い
る
大
型
低
温
重
力
波
望
遠

鏡
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
」
の
第
一
期
工
事
が

完
成
し
ま
し
た
。
重
力
波
を
直
接
捉
え

れ
ば
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
確
実
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
ダ
ー
ク
マ
タ
ー
（
暗
黒
物

資
）
の
正
体
を
探
る
エ
ッ
ク
ス
マ
ス
な

ど
、
大
型
研
究
施
設
が
数
々
あ
り
ま
す

の
で
神
岡
を
宇
宙
物
理
学
の
研
究
拠
点

と
し
て
、
先
端
科
学
都
市
構
想
の
実
現

に
、
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
昨
年
、
古
川
祭
を
紹
介
す
る
展
覧
会

「
日
本
国
家
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
特

展
・
古
川
祭
」
が
台
湾
の
台
中
市
で
開

催
さ
れ
、
６
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
、

大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
今
年
の
秋
に

は
、
古
川
祭
の
起
し
太
鼓
・
屋
台
行
事

が
対
象
と
な
る
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
て
の
可
否
に
関
す
る

審
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
か
ら
、
地

域
の
活
性
化
が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
中
国
経
済
の
減

速
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
輸
出
を
中
心

と
し
た
大
企
業
の
業
績
は
好
調
の
よ
う

で
す
が
、
中
小
の
企
業
が
点
在
す
る
地

方
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
飛
騨
市
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ

る
、
人
口
減
少
と
少
子
化
対
策
は
、
総

合
戦
略
の
策
定
が
進
む
地
方
創
生
と
合

わ
せ
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
先
行
し
て
、
人
口
減
少
対
策
実
行

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
若
者
世
代
の
市
内

定
住
や
移
住
の
促
進
、
子
ど
も
の
入
園
、

入
学
祝
い
金
制
度
の
導
入
な
ど
、
将
来

を
担
う
若
い
世
代
を
積
極
的
に
応
援
し

て
き
ま
し
た
。

　
農
業
の
振
興
で
は
、
飛
騨
地
域
ト
マ

ト
研
修
所
を
開
設
し
、
新
規
就
農
者
の

確
保
や
畜
産
の
後
継
者
を
支
援
す
る
事

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

が
大
筋
合
意
さ
れ
た
の
を
受
け
、
国
内

農
業
に
対
す
る
万
全
な
対
策
を
求
め
る

意
見
書
を
12
月
議
会
で
国
に
提
出
し
ま

し
た
。

　
古
川
町
数
河
地
内
で
の
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
の
建
設
計
画
で
は
、
市
民
よ

り
多
く
の
反
対
署
名
が
提
出
さ
れ
、
心

配
を
か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の

12
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
市
長
か
ら

事
業
者
が
計
画
を
撤
回
し
、
県
に
事
業

計
画
書
の
取
り
下
げ
手
続
き
を
行
う
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
飛
騨
市
の
美

し
い
自
然
が
守
ら
れ
、
市
民
の
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
火
災

に
つ
い
て
は
、
出
火
原
因
の
特
定
に
は

至
ら
ず
、
市
民
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑

を
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
復
旧
に
向
け

た
工
事
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
我
々
議
員
に
と
り
ま
し

て
任
期
ま
で
２
カ
月
余
り
と
な
り
ま
し

た
が
、
議
員
定
数
を
３
名
減
員
し
、
14

名
の
議
席
で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
４
年
間
、
市
民
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
、
新
し
い
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
で
実
り
多
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
、
議
員
一
同
、
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

飛
騨
市
は
世
界
の

　
先
端
科
学
研
究
拠
点
へ

　
　 

飛
騨
市
議
会
議
長

　
　
　
　
葛
　
谷
　
寛
　
徳
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飛騨市成人式が１月３日、市内４会場で開かれました。
今年の新成人は297人（男性148人、女性149人）。
色あざやかな振り袖や真新しいスーツに身を包み、大人
の仲間入りをしました。
井上市長から成人証書と記念品目録が手渡され、新成人
の代表は「二十歳になっての誓いの言葉」を力強く述べま
した。

飛騨市成人式
新たな誓いを胸に
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新春恒例の飛騨市消防出初式
が１月10日に開かれました。
各地域の消防団員や消防職員
など約420人が出席し、防火防
災への決意を新たにしました。
今年は飛騨市役所から古川町
内を通り若宮無料駐車場までの約２㌔を、消防音楽隊を先頭に分列行進し、木遣りを披露
しました。
その後、飛騨市文化交流センターで式典が開かれ、消防活動に功績のあった団員やその家
族、社会貢献事業所が表彰されました。

岐阜県知事表彰 （敬称略）

【勤続功労章】

【功労章】

【消防団員優秀家族賞】

【感謝状－社会貢献事業所】

飛騨市長表彰
【特別功労章】

【勤労章】

【功績章】

岐阜県消防協会長表彰

飛騨市消防協会長表彰
【功績章】

【勤労章】

飛騨市消防団長表彰
【優良団員章】

【永年勤続功労章】

竹　田　慎　二

政　井　真　一

清　水　則　久

岩　本　和　文

竹　原　勝　浩

古川方面隊ラッパ分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊本部

神岡方面隊第５分団

飛騨市消防本部

他９人

【特別功労章】

沢 之 向 　 光 飛騨市消防本部

上　杉　尚　史

道　上　　　誠

久　保　浩　之

古川方面隊第１分団

宮川方面隊第１分団

神岡方面隊第１分団

他７人 深　山　将　司

和　田　直　也

中　野　広　満

古川方面隊第４分団

河合方面隊第１分団

神岡方面隊第２分団

他13人

井　下　英　人

谷　口　直　樹

吉　中　嘉　泰

古川方面隊第４分団

宮川方面隊第１分団

神岡方面隊第２分団

他22人

芝　山　　　哲

幅　野　雅　道

野　村　孝　幸

川　上　慶　太

古川方面隊ラッパ分団

河合方面隊第１分団

宮川方面隊第１分団

神岡方面隊第１分団

他30人

渓　上　慎　二

下堂前　公  介

村　上　　　誠

藤　田　一　生

古川方面隊第２分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊第１分団

神岡方面隊第２分団

他33人

石　原　哲　夫

和　田　直　也

辻　　　正　行

鈴　木　俊　輔

中　林　和　幸

古川方面隊第４分団

河合方面隊第１分団

宮川方面隊第２分団

神岡方面隊第２分団

飛騨市消防本部

他52人

【勤労章20年】

古　田　一　也

西　谷　敏　雄

森　下　一　仁

原　　　明　正

古川方面隊ラッパ分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊第１分団

神岡方面隊第１分団

他11人

【勤労章15年】

中　村　　　勝

鈴　木　宏　邦

荒　谷　安　則

鈴　木　俊　輔

古川方面隊第３分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊第２分団

神岡方面隊第２分団

他24人

宮　前　雄　一

中　屋　英　明

稲　野　誠　一

倉　田　真　司

上　野　　　司

古川方面隊第３分団

河合方面隊第２分団

宮川方面隊第２分団

神岡方面隊第３分団

飛騨市消防本部

他６人

田　口　郁　子

吉　本　　　法

森　下　一　仁

久　保　浩　之

西　野　裕　樹

古川方面隊本部

河合方面隊第３分団

宮川方面隊第１分団

神岡方面隊第１分団

飛騨市消防本部

他31人

古川方面隊女性分団

古川方面隊第２分団

古川方面隊第４分団

宮川方面隊第１分団

宮川方面隊第１分団

神岡方面隊第４分団

神岡方面隊第２分団

神岡方面隊第２分団

神岡方面隊第２分団

神岡方面隊第３分団

中　田　満　昭

中　川　美　穂

穴　田　香　織

村　上　　　恵

鈴　木　美　喜

畑　　　寿美子

藤　田　由紀子

井　上　香　織

西　谷　真奈美

瀧　本　香　織

株式会社　イバタインテリア

社会福祉法人飛騨古川

（古川町）

（古川町）

防災の決断新たに
飛騨市消防出初式
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飛騨市消防本部 0577-73-0119

６

　
昨
年
11
月
３
日
に
開
か
れ
た
第
５

回
病
院
祭
で「
語
ろ
う
　
こ
の
地
域
の

命
と
健
康
〜
今
と
10
年
後
〜
」と
い
う

テ
ー
マ
に
て
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
福
祉
、介
護
、保
健
、行
政
の

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と

市
民
代
表
の
計
８
名
の
皆
様
か
ら
発

言
を
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
10
年
後

は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
最
高

に
達
す
る
た
め
に
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
需
要
が
極
め
て
多
く
な
り
、一
方

で
支
え
る
若
い
人
達
が
ま
す
ま
す
少

な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
、い
わ
ゆ
る

「
２
０
２
５
年
問
題
」
が
訪
れ
る
か
ら

で
す
。

　市
民
病
院
と
し
て
は
、10
年
後
に
向
け

て
次
の
よ
う
な
方
向
性
を
お
話
し
ま

し
た
。

①
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
充
実
：

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
健
と
一

体
と
な
っ
て
高
齢
者
が
安
心
し
て

最
期
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
過

ご
せ
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

②
プ
ラ
マ
イ
ケ
ア
（
一
次
医
療
）
と
二

次
救
急
を
継
続
維
持
し
ま
す
。

③
医
療
人
材
を
確
保
を
し
ま
す
：
医

師
不
足
に
つ
い
て
は
、
医
学
生
教

育
を
始
め
、初
期
研
修
医
、後
期
研

修
医
を
確
保
し
つ
つ
、
さ
ら
に
常

勤
医
師
を
増
や
す
事
、
看
護
師
の

育
成
・
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
ま

た
不
足
し
て
い
る
薬
剤
師
確
保
を

目
指
し
ま
す
。

④
必
要
と
さ
れ
て
い
る
医
療
の
取
捨

選
択
：
医
療
レ
ベ
ル
を
保
つ
た
め

に
必
要
な
医
療
機
器
は
備
え
ま

す
。現
在
の
よ
う
な
多
く
の
診
療

科
が
当
地
域
に
全
て
必
要
か
ど
う

か
再
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。

⑤
病
院
存
続
の
た
め
の
健
全
経
営
を

目
指
し
ま
す
。

⑥
現
在
の
建
物
が
築
35
年
と
老
朽
化

し
ま
す
。夢
と
し
て
は
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
（
保
育
）

な
ど
が
一
カ
所
に
集
結
し
た
「
医

療
福
祉
村
構
想
」を
考
え
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
。

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎

上
し
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
日
を
中
心
に
20
日

に
聖
園
寺（
宮
川
町
種
蔵
）、21
日
に
桂
本
神
社（
神

岡
町
東
雲
）、
27
日
に
は
飛
騨
の
山
樵
館
（
古
川

町
若
宮
）
で
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
気
温

が
下
が
る
に
つ
れ
暖
房
器
具
の
使
用
機
会
が
多

く
な
る
た
め
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
等
、
火
災
に
は
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

第
62
回
全
国
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練
に
つ
い
て

連 載 の 庭

 

ま
ち
を
守
る
！
消
防

「10年後の市民病院」
病院長
黒木　嘉人



■申込期限　１月29日（金）
■掲 載 料　無料

　2016年度版を作成するに当たり、市内にある子育て支援活動をしている団体
や子育てサークルをより多くPRしたいので、掲載を希望される団体・サークルは
下記までお申し込みください。

※「子育てガイドブック」は、市役所、各振興事務所、各保健センターで配布して
　います。また、市のホームページからPDF版がダウンロードできます。

「2016年度版子育てガイドブック」
子育てサークルの掲載募集！

募

　
　集

市では主に乳幼児期の子育て支援に関する情報をまとめた「子育てガイドブッ
ク」を配布しています。

　医薬品の原料として使用するため、一般的なトウガラシとは違いますが、特殊
な栽培方法ではありません。農業経験の少ない方やグループでの栽培も大歓迎
です。また、栽培に使用する堆肥などの購入費用に対し、飛騨市から助成があり
ます。
　興味のある方や詳細をお聞きになりたい方はお気軽にご相談下さい。

トウガラシを栽培しませんか
募

　
　集

アルプス薬品工業 ( 株 ) では、市内で医薬品の原料となる「トウガラシ」を栽
培していただける方を募集します。

場
版らわか

広の報情

18

0577-73-7462商工課

0577-73-7464市民児童課

0577-73-7273アルプス薬品工業（株）生産本部栽培課
0577-73-0152農業支援センター

0577-73-5600飛騨市図書館

図 書 館 に お い で よ
新着図書ピックアップ

一般向けのオススメ

　「断捨離」ブームから数年、依然として
日本では「捨てる」賛の傾向にあるよう
です。捨てることは、たしかに気持ちが
いい。
　大崎梢、篠田真由美、柴田よしき、福
田和代など9人の作家による「捨てる」
物語のアンソロジーです。
　あなたにとって捨てたいものとは、捨
てたくないものとは、何ですか？

『捨てる』
大崎梢ほか／著　文藝春秋

児童向けのオススメ

　「くまくまパン」は大人気のパン屋さ
ん。くまさんとしろくまさんは、かばの王
さまにたのまれて、王子さまのためのパ
ンを作ることになりました。
　お城のまわりにはおいしそうな匂いが
漂うけれど、王子さまは「いらない」と食
べてくれなくて…

『みんなのくまくまパン』
西村敏雄／作　あかね書房

※支援対象者は 15 歳～ 39 歳のニート状態
の若年者とその保護者

※１組 50 分、先着５組まで、予約制です。
下記の予約先へご連絡ください。

相

　
　談

サポステ 就労相談窓口

ブランク、つまずき、就活に踏み出せ
ないなど、就労についてお悩みの方の
サポートを行っています。（予約制）
お気軽にお問い合わせください。

■日時　２月３日（水）・17 日（水）
　　　　10：00 ～ 16：00
■場所　古川町公民館（総合会館）

相

　
　談

飛騨地域就職ガイダンスの
参加事業所を募集

市では、新規学卒者を対象とした「飛
騨地域就職ガイダンス」を高山市と合
同で開催します。
その参加事業所を募集します。

■日　　時　３月 25 日（金）
　　　　　　13：30 ～ 16：00
■場　　所　高山市民文化会館
■対  象  者　2017 年３月卒業予定
　　　　　　の学生（大学１年生、
　　　　　　２年生の参加も可とす
　　　　　　る）
■参加申込　１月29 日（金）までに
　　　　　　商工課へお問い合わ
　　　　　　せください。

岐阜県若者サポートステーション
　 058-216-0125

・予約先

連 載 の 庭

第６回

飛騨市の
  ゴミ処理

企画課 0577-73-6558

「一般廃棄物と
　  産業廃棄物
　　　について」

発泡スチロールやプラス
チック製品は、家庭からの
物は「一般廃棄物」です
が、事業活動から発生す
ると「産業廃棄物」です。

飛騨の薬草を学ぶ
教養講座

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
の
到
来
で
す
ね
。

　
冬
は
雪
に
覆
わ
れ
る
飛
騨
、
薬
草
は
春
ま
で
お
預

け
？
大
丈
夫
で
す
。
冬
で
も
採
取
可
能
な
も
の
に
マ

ツ
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
冬
の
寒
さ
対
策
に
も
効
果
的
な
マ
ツ
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
松
飾
り
な
ど
で
冬
で
も
見
か
け
る
マ
ツ
は
常
緑
樹

で
、
一
年
中
青
い
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
採

ろ
う
と
思
え
ば
冬
の
飛
騨
で
も
採
る
こ
と
が
で
き
る

大
変
有
難
い
も
の
で
す
。
し
か
も
血
を
き
れ
い
に
し

て
血
流
を
促
進
し
、
体
を
温
め
る
の
で
、
こ
の
時
期

冷
え
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

　
松
に
含
ま
れ
る
精
油
成
分
が
作
用
し
て
血
管
が
拡

張
し
、
血
管
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
取
り
除
か

れ
、
動
脈
硬
化
を
防
ぎ
、
喘
息
の
発
作
を
鎮
め
て
気

持
ち
を
沈
静
さ
せ
ま
す
。
更
に
脳
の
血
流
も
改
善
さ

れ
る
の
で
ボ
ケ
予
防
も
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
葉

緑
素
な
ど
の
作
用
で
赤
血
球
の
造
血
作
用
が
強
化
さ

れ
、
血
液
の
老
化
も
防
い
で
く
れ
る
な
ど
、
血
液
関

係
部
分
が
健
康
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
時
的
な
血

液
の
汚
れ
も
長
期
的
な
汚
れ
も
関
係
な
く
き
れ
い
に

し
て
く
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
登
山
中
に
疲
れ
た
と
感
じ
た
ら
マ
ツ
の
葉

を
２
、
３
本
口
に
入
れ
て
噛
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

不
思
議
と
疲
れ
も
と
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
も
マ
ツ
の

血
液
浄
化
の
結
果
で
す
。

　
活
用
方
法
で
す
が
、
手
軽
な
方
法
と
し
て
、
マ
ツ

の
新
葉
を
煎
じ
て
飲
む
と
風
邪
に
効
果
が
あ
り
、
寝

る
前
に
飲
む
と
体
が
温
ま
り
、
睡
眠
の
質
が
上
が
り

ま
す
。
ま
た
そ
の
ま
ま
煮
詰
め
た
も
の
を
し
も
や
け

に
塗
る
と
３
日
程
度
で
治
り
ま
す
。
な
か
で
も
村
上

先
生
が
お
す
す
め
し
て
い
る
の
が
松
葉
サ
イ
ダ
ー
で

す
。

　
生
の
松
葉
を
刻
ん
で
２
㍑
程
度
の
瓶
に
入
れ
、
砂

糖
１
０
０
㌘
グ
ラ
ム
と
水
を
八
分
目
ま
で
加
え
て
、

夏
は
５
日
、
冬
は
10
日
間
ほ
ど
天
日
に
当
て
て
発
酵

さ
せ
ま
す
。
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
と
な
っ
て
来
た
ら
飲
む

と
松
葉
サ
イ
ダ
ー
で
す
。
さ
ら
に
冷
暗
所
で
置
く
と

発
酵
が
進
ん
で
お
酒
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
発
酵
酒
は
血
圧
安
定
、
動
脈
硬
化
予
防
、
さ

ら
に
糖
尿
病
、
神
経
痛
に
効
果
が
あ
り
、
胃
腸
を
丈

夫
に
し
て
喘
息
を
止
め
、
強
壮
作
用
も
あ
り
ま
す
。

長
期
間
同
じ
瓶
に
入
れ
て
お
く
と
マ
ツ
ヤ
ニ
が
つ
い

て
取
れ
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

　
松
に
も
色
々
あ
り
ま
す
が
、
苦
味
や
発
酵
の
関
係

か
ら
ア
カ
マ
ツ
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

そ
の
中
で
も
若
葉
の
方
が
風
味
は
マ
イ
ル
ド
、
樹
齢

が
長
い
ほ
う
が
効
果
は
高
い
そ
う
で
す
。

　
冬
の
心
強
い

味
方
、
マ
ツ
を

う
ま
く
活
用
し

て
健
康
で
寒
さ

を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

（
村
上
光
太
郎「
薬
草
を
食
べ
る
」よ
り
）

　
第
６
回
は
　「
一
般
廃
棄
物
と
産
業

廃
棄
物
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　
今
回
は
少
し
難
し
い
お
話
で
す
が
、

基
本
的
な
内
容
で
す
。

　
ご
み
（
廃
棄
物
）
は
一
般
廃
棄
物
と

産
業
廃
棄
物
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

●
一
般
廃
棄
物…

日
常
生
活
に
伴
っ

　て（
一
般
家
庭
か
ら
）発
生
す
る
。

●
産
業
廃
棄
物…

事
業
活
動
に
伴
っ

　て
発
生
す
る
。

　
た
だ
し
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生

し
た
ご
み
で
も
「
産
業
廃
棄
物
」
に
な

ら
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば「
紙
く
ず
」は
、
紙
製
品
製
造

業
か
ら
排
出
さ
れ
た
場
合
は
「
産
業
廃

棄
物
」
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
か
ら

排
出
さ
れ
た
場
合
は
「
一
般
廃
棄
物
」

（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）と
な
り
ま
す
。

　
法
律
で
は
20
種
類
の
「
産
業
廃
棄
物

」が
指
定
さ
れ
、
そ
れ
以
外
を「
一
般
廃

棄
物
」と
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
（
廃
棄
物
）
を
適
正
に
処
理
す

る
た
め
に「
廃
棄
物
処
理
法
」（
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）
で

は
許
可
制
度
を
採
用
し
、
必
要
な
規
制

を
し
て
い
ま
す
。

●
廃
棄
物
処
理
法
の
主
な
許
可
の
種
類

　
・
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

　
　
　
　…

…
…

市
町
村
長
の
許
可

　
・
一
般
廃
棄
物
処
理
業

　
　
　
　…

…
…

市
町
村
長
の
許
可

　
・
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

　
　
　
　…

都
道
府
県
知
事
の
許
可

　
・
産
業
廃
棄
物
処
理
業

　
　
　
　…
都
道
府
県
知
事
の
許
可

　※

許
可
の
無
い
業
者
が
、ご
み
の
収
集
運
搬

　
　
や
処
理
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
は
違
法

　
　
行
為
と
な
り
ま
す

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

・
環
境
課
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